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【Abstract】
�The�aim�of� this�study� is� to�examine�the�problem�regarding�breakfast�customs�of�
primary�school�children,�a�comparison�between�Japan�and�China,� including�school�
children�and� their�parents� in� similar� environments.� In� Japanese�parents,�dietary�
knowledge�and�the� interest� in�dietary�education�were�better�than�China（p=0.016）
（p=0.001）and� they�provided�better� advice� to� the� children� compared� to�China.�
For�example,� Japanese�children�ate�without� leaving�breakfast（p<0.001）,�bit�well�
and�ate（p<0.001）,�believed�meals�were� important（p<0.001）,�so� it�was�wasteful� to�
leave�meals（p<0.001）.�They�also�expressed�gratitude�and�good�manners（p<0.001）
（p=0.003）.� In� Japanese�parents,� the� frequency�of�delicatessen�usage�was� lower
（p<0.001）,�and�consideration�for�the�taste�of�breakfast�was�higher�compared�to�China
（p<0.001）.�As�a�result,� Japanese�children�were�more�satisfied�with�breakfast� than�
Chinese�children（p<0.001）.�However,�the�percentage�of�children�who�had�breakfast�
every�day�was�higher�in�Japan（91.7%）compared�to�China（55.9%）（p=0.010）.�Because�
the� intake�of� the�main�dish,�vegetable�dish,�milk�and�dairy�products,�and� fruits� in�
breakfast�was�low,�it�is�necessary�to�improve�the�breakfast�intake�rate�and�contents�
for�parents� and�children� in�both� countries.�There�were�more� Japanese� children�
who�ate�alone（45.8%）compared� to�China（5.9%）（p=0.001）.�Japanese�children�also�
prepared�breakfast�by�themselves（16.7%）,�while�few�of�them�helped�with�breakfast�
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preparations（p=0.017）.�The�parents�and� the�children� in�both�countries�often�ate�
while�doing�something�else,�so�there�was�a�possibility�to�be�few�conversations�with�
children.�

【key words】Breakfast�custom,�Primary�school�children,�Parents,��Japan,�China�

Ⅰ．はじめに
　わが国では 2005 年に食育基本法 1）が公布され、現在は第 4次食育推進基本計画 2）が
推進されているところである。その中で朝食を毎日食べることは、栄養バランスに配慮
した食生活や基本的な生活習慣を身に付ける観点から非常に重要であるため、子供の朝
食欠食をなくすことを示している。具体的には、朝食を全く食べていない・あまり食べ
ていない子供の割合を 2019 年度の 4.6％から、2025 年度までに 0％にすることを目標と
している。2005 年に発表された食教材「食事バランスガイド」3）では、栄養バランス
のとれた食事として、主食、主菜、副菜、牛乳・乳製品、果物の 5つの料理区分を示し
ている。しかし、近年の報告書によると、小中学生の朝食では、主食のみが男女とも
30％で最も多く、主食と主菜は男子 26％・女子 23％、主食と副菜は同順に 17％・20％、
主食・主菜・副菜が揃っているものは 25％・24％と少ない 4）。また、第 4次食育推進
基本計画では、家族が食卓を囲んで共に食事をとりながらコミュニケーションを図る
ことが食育の原点であり、共食を通じて食の楽しさを実感することを掲げている。具
体的には、朝食又は夕食を家族と一緒に食べる共食の回数を 2020 年度の週 9.6 回から、
2025 年度までに週 11 回にすることを目標としている。健康日本 21（第二次）の最終評
価報告書 5）では、栄養・食生活分野の目標項目の一つの共食について、食事をひとり
で食べる（ひとり食べ：孤食）小学生はベースラインの 2010 年度の 15.3% から減少し
ているものの、未だ 12.1％もいる。国内外の研究では、家族との共食頻度が低い児童は
肥満・過体重が多く 6-8）、共食頻度が高い児童ほど野菜・果物摂取量が多いとされる 9,�10）。
従って児童の共食は、健康状態及び栄養素等摂取量の改善、食習慣の確立等にかかせな
いため、孤食をさらに減らしていく必要がある 2）。
　一方、中華人民共和国（以下、中国）では、1980 年から 2015 年まで「一人っ子政
策」が推進され、「一人っ子」の児童は糖質及び脂肪を多く摂取し、肥満児が多いこと
が指摘されている 11）。2001 年の中国の食事調査では、小学生が毎日朝食を食べる割合
は 86.5% で、朝食を全く食べない割合は 6.1% であった 12）。朝食内容をみると、主食の
摂取率は 92.5%、主菜 19.0%、副菜 50.6%、乳製品 6.7%、果物 4.7% と低かった 13）。そ
のような中、2006 年に旧保健省の立法計画に栄養に関する法が正式に盛り込まれた（栄
養改善条例）14）。その後 2017 年には「国民营养计划」15）が制定され、子供たちが食に対
して正しい知識と望ましい栄養摂取を身に着け、健全な食生活を実践できるように教育
する必要性が示された。中国の食教材としては「中国居民平衡膳食宝塔」があり、食品
を穀類・いも類、卵・魚・肉類、野菜・果物、乳・乳製品・大豆の 4群に分けて示して
いる 16）。しかし、中国は人口が多く国土が広いため、その普及状況や実態調査も未だ
十分では無く、特に子供の食習慣に関する研究は少ない状況にある 17）。
　これらの両国の食の課題解決を図るには学校における食育推進に加えて、家庭におけ
る食育もさらにすすめ、その状況を明らかにする必要がある 1,�2）。家庭において生活を
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共にする親子の食生活に関する相関は高く、親の食生活の乱れは親だけの問題ではない
とされる 18）。しかし、親と子供に対して同時に食生活調査をした研究は不十分な状況
にある 19）。また、日本と中国は食文化や生活習慣が類似しているところもあるため 17）、
両国の食生活上の類似性や違いを明らかにすることは、課題が浮き彫りになり食育に取
り組むうえで役立つと考えられる。そこで本研究では、日本と中国の小学生とその保護
者を対象として、朝食に関する質問紙調査を行い比較検討することで、両校における特
徴と課題を明らかにし、今後の食育の基礎資料とすることを目的とした。

Ⅱ．方法
１．調査対象者
　両国それぞれにおいて、都心近郊で類似した立地条件と環境にあり、校長の承諾の得
られたほぼ同規模の東京都内の小学校（以下、日本A小学校）と中国山東省の小学校
（以下、中国 B小学校）の 2校を選定した。調査対象者は、両校の 6年生全員（11 ～
12 歳）とその保護者（両親、祖父母等）とした。

２．調査方法
　日本A小学校では 2021 年 1 月 26 日、中国 B小学校では同年 2月 5 日に、両校の教
室において、研究代表者らが研究の目的、倫理的配慮、個人情報保護等について、6年
生全員にクラス毎に分かりやすく説明した（集合法）。それらが明記された研究説明書、
同意書及び調査票を同封して、児童経由で保護者に手渡した。同意の得られた保護者と
その児童のみが自宅で調査票に回答した（無記名自己記入式質問紙調査法）。回答時間
は 15 分程度であった。記載された調査票と保護者の同意書は、予め研究代表者の宛先
が明記された専用封筒に入れて、郵送法で回収した。

３．調査内容
　本調査では、健康日本 21「栄養・食生活と健康・生活の質などの関係について」の
栄養・食生活分野における目標設定の視点「QOL、食物摂取状況、食行動、食態度（食
意識）、食知識、食環境」の枠組み 20）に沿って調査項目を設定した。
　１）児童に対する調査項目
　具体的な児童に対する調査項目は、QOLとして、朝食に満足していますか「朝食の
満足度」、食物摂取状況として、朝食で、ごはんやパンなどの主食を食べていますか
「朝食の主食摂取」、肉や魚、卵、豆腐などの主菜を食べていますか「朝食の主菜摂取」、
野菜や海藻、きのこなどの副菜を食べていますか「朝食の副菜摂取」、牛乳や乳製品を
とっていますか「朝食の牛乳・乳製品摂取」、果物を食べていますか「朝食の果物摂取」、
食行動として、朝食を食べていますか「朝食の摂取頻度」、朝食を毎日食べない方は食
べない理由を１つ選んでください「朝食欠食の理由」、朝食で外食や買い食いをするこ
とがありますか「朝食の外食利用（買い食いを含む）」、朝食で何かをしながら食べるこ
とがありますか「朝食のながら食べ」、朝食をよくかんで食べていますか「朝食をよく
かんで食べる」、朝食を残さずに食べていますか「朝食の完食」、朝食の準備を手伝うこ
とがありますか「朝食準備の手伝い」、食意識として、食事を残すのはもったいないと
思いますか「もったいないの意識」、食事は大切だと思いますか「食事は大切」、食事に
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感謝の気持ちをもっていますか「食事への感謝の気持ち」、食事をとる時はマナーに気
をつけていますか「食事マナーへの意識」、食環境として、朝食をだれかといっしょに
食べていますか、もっともいっしょに食べる人を１つ選んでください「朝食での共食者」、
朝食を準備してくれるのはだれですか、もっとも準備してくれる人を１つ選んでくださ
い「朝食の準備者」、生活活動として、体育以外にも体を動かしていますか「体を動か
す頻度」を質問として設定した。これらの質問等は学んだ漢字以外はひらがなを使用し、
事前に両校の校長が確認した。
　２）保護者に対する調査項目
　保護者に対する調査項目では、属性として、「年代」、「回答者の児童との続柄」、「世
帯構成」、食物摂取状況では、児童への調査項目と同内容の 5項目を設定した。食行動
では、「朝食の摂取頻度」、「朝食欠食の理由」、「朝食の外食利用（買い食い含む）」、「朝
食のながら食べ」の 4項目を設定した。食意識では、子供への食育に関心がありますか
「子供への食育の関心」、食知識では、日本A小学校では「食事バランスガイド」、中国
B小学校では「中国居民平衡膳食宝塔」について、その認知状況を質問した「フードガ
イドの認知」。
　保護者の児童に対するアドバイスに関する調査項目として、朝食の準備を手伝うよう
アドバイスしていますか「朝食準備の手伝い」、食事をよくかんで食べるようアドバイ
スしていますか「よくかんで食べる」、食事を無駄にしないようアドバイスしています
か「食事を無駄にしない」、朝食は大切だとアドバイスしていますか「朝食の大切さ」、
食事に対する感謝の気持ちをもつようアドバイスしていますか「食事への感謝」、食事
マナーについてアドバイスしていますか「食事マナー」、児童の朝食の準備で配慮して
いる項目として、「栄養バランス、「味」、「安全性」、「新鮮度」、「季節感」、「調味料や油
の量」、「適切な食事量」、「食材の彩り」について配慮していますか、調理済み食品をど
の位使用していますか「調理済み食品」を質問として設定した。以上の選択肢はTable�
1 ～ 3. に示した。

４．解析方法及び倫理的配慮
　児童及び保護者各々において、各質問の回答人数（人）、その割合（％）を算出
し、日本A小学校と中国 B小学校を比較した（日中の比較）。解析には IBM�SPSS�
Statistics�23.0（日本 IBM株式会社）を使用し、日中の比較には全回答数の 20％未満の
値が含まれていることから Fisher の正確確率検定を用い、有意水準は 5％とした。今
回の調査では調査対象校の校長と相談し家庭状況への配慮から、調査対象者を児童と同
居する保護者とした。
　本研究は東京家政学院大学倫理審査委員会の承認（第 13 号：2020 年 11 月）を得て
実施した。本研究での利益相反に相当する事項は無い。

Ⅲ．結果
　調査票の配付数は、児童及び保護者各々において、日本A小学校、中国 B小学校と
もに 99 人であった。回収数（回収率％）は、児童では、日本A小学校・中国 B小学
校の順に 94 人（94.9％）・91 人（91.9％）、保護者では、同順に 51 人（51.5％）・47 人
（47.4％）であった。この中から全回答していない者、記入に不備がある者を除外して
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有効回答者とした。児童の有効回答者の中から保護者が有効回答した者のみに限定す
ると、結果的に児童及び保護者の解析対象者は、日本A小学校 24 人（24.2％）・34 人
（34.3％）となった。

１．児童における QOL、食物摂取状況、食行動、食意識、食環境の状況
　児童において、日本A小学校では、QOL の「朝食の満足度」について、とても満
足している者の割合は 58.3％であった。食物摂取状況については、「朝食の主食摂取」
が毎朝は 87.5％、同様に「朝食の主菜摂取」29.2％、「朝食の副菜摂取」33.3％、「朝食
の牛乳・乳製品摂取」29.2％、「朝食の果物摂取」16.7％であった。食行動については、
「朝食の摂取頻度」が毎朝は 91.7％で、毎朝以外の「朝食欠食の理由」は食べる時間が
ないからであった。「朝食の外食利用」で 1週間に 1 ～ 3 回以上外食する者の割合は
16.7％、「朝食のながら食べ」がよくある 33.3％、「朝食をよくかんで食べる」いつもす
る 58.3％、「朝食の完食」いつも残さずに食べる 75.0％、「朝食準備の手伝い」いつもす
る 8.3％、ときどきする 25.0％であった。食意識については、「もったいないの意識」と
ても思う 62.5％、「朝食は大切」いつも思う 83.3％、「食事への感謝の気持ち」いつも思
う 70.8％、「食事マナーへの配慮」いつも気をつける 58.3％であった。食環境については、
「朝食での供食者」でひとり食べ 45.8％、「朝食の準備者」が母親 75.0％であった。生活
活動については、「体を動かす頻度」でよく動いている 58.3％であった。
　中国B小学校では、「朝食の満足度」について、とても満足している者の割合は 8.8％
であった。「朝食の主食摂取」が毎朝は 79.4％、同様に「朝食の主菜摂取」26.5％、「朝
食の副菜摂取」5.9％、「朝食の牛乳・乳製品摂取」2.9％、「朝食の果物摂取」0％であっ
た。「朝食の摂取頻度」毎朝は 55.9％で、毎朝以外の「朝食欠食の理由」で最も多いの
は食欲がないからであった。「朝食の外食利用」で 1週間に 1～ 3 回以上外食する者は
52.9％、「朝食のながら食べ」よくある 11.8％、「朝食をよくかんで食べる」いつもす
る 2.9％、「朝食の完食」いつも残さずに食べる 2.9％、「朝食準備の手伝い」いつも 0％、
ときどき 55.9％であった。「もったいないの意識」とても思う 2.9％、「朝食は大切」い
つも思う 2.9％、「食事への感謝の気持ち」いつも思う 11.8％、「食事マナーへの意識」
いつも気をつける 14.7％であった。「朝食での供食」ひとり食べ 5.9％、「朝食の準備者」
で最も割合が多いのは母親 58.8％であった。「体を動かす頻度」でよく動いている 2.9％
であった。
　日本A小学校と中国 B小学校を比較すると、「朝食の満足度」（p<0.001）、「朝食
の副菜摂取」（p=0.001）、「朝食の牛乳・乳製品摂取」（p=0.03）、「朝食の摂取頻度」
（p=0.01）、「朝食のながら食べ」（p=0.002）、「朝食をよくかんで食べる」（p<0.001）、
「朝食の完食」（p<0.001）、「もったいないの意識」（p<0.001）、「食事は大切」（p<0.001）、
「食事への感謝の気持ち」（p<0.001）、「食事マナーへの意識」（p=0.003）、「体を動かす
頻度」（p<0.001）で有意差がみられ、日本A小学校の方が良好であった。「朝食の外食
利用（買い食い含む）」（p=0.013）で有意差がみられ、中国B小学校の方が利用してい
た。「朝食準備の手伝い」（p=0.017）で有意差がみられ、中国B小学校の方が手伝って
いた。「朝食の共食者」（p=0.001）で有意差がみられ、日本A小学校ではひとり食べが
多く、中国B小学校の方が共食していた。「朝食欠食の理由」（p=0.006）で有意差がみ
られ、日本A小学校では時間がないが最も多く、中国 B小学校では食欲が無いが最も
多かった（Table�1.）。
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Table 1.　児童における QOL、食物摂取状況、食行動、食意識、食環境の状況
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２．保護者における食物摂取状況、食行動、食意識、食知識の状況
　保護者において、年代では両校ともに 40 歳代の割合が最も多く、日本A小学校・中
国 B小学校の順に 70.8%・52.9% であった。回答者の続柄では両校ともに母親の割合が
最も多く、同順に 83.3%・64.7%、世帯構成では両校ともに親子二世代の割合が最も多く、
87.5%・79.4% であった。これらの日中間の比較では統計学的な有意差はみられなかっ
た。日本A小学校では、食物摂取状況について、「朝食の主食摂取」が毎朝の者の割合
は 79.2％、「朝食の主菜摂取」が毎朝 41.7％、同様に「朝食の副菜摂取」20.8％、「朝食
の牛乳・乳製品摂取」45.8％、「朝食の果物摂取」12.5％であった。食行動については、
「朝食の摂取頻度」が毎朝は 75.0％で、毎朝以外の「朝食欠食の理由」で最も多いのは
食べる時間がないからであった。「朝食の外食利用」で週に 1～ 3回外食する者は 8.3％、
「朝食のながら食べ」がよくある 58.3％であった。食意識については、「子供の食育への
関心」がとてもある 37.5％、食知識については、「フードガイドの認知」として「食事
バランスガイド」をよく知っている 20.8％であった。
　中国 B小学校では、「朝食の主食摂取」が毎朝の者の割合は 47.1％、「朝食の主菜摂
取」が毎朝 14.7％、同様に「朝食の副菜摂取」2.9％、「朝食の牛乳・乳製品摂取」5.9％、
「朝食の果物摂取」0％であった。「朝食の摂取頻度」が毎朝は 44.1％で、毎朝以外の
「朝食欠食の理由」で最も多いのは食欲がないからであった。「朝食の外食利用（買い
食い含む）」で週に 1～ 3回以上外食する者は 52.9％、「朝食のながら食べ」がよくある
8.3％であった。「子供への食育の関心」がとてもある 2.9％、「フードガイドの認知」と
して「中国居民平衡膳食宝塔」をよく知っている 0％であった。
　日本A小学校と中国B小学校を比較すると、「朝食の主食摂取」、「朝食の牛乳・乳製
品摂取」、「朝食の摂取頻度」、「子供への食育の関心」、「フードガイドの認知」で有意
差がみられ、日本A小学校の方が良好であった。「朝食の主菜摂取」で有意差がみられ、
中国B小学校の方が良好であった。「朝食の外食利用」で有意差がみられ、中国B小学
校の方が利用していた。「朝食のながら食べ」で有意差がみられ、中国B小学校の方が
良好であった。「朝食欠食の理由」で有意差がみられ、日本A小学校では時間がないが
最も多く、中国B小学校では食欲が無いが最も多かった（Table�2.）。

３．保護者の児童に対するアドバイス及び朝食への配慮の状況
　日本A小学校では、保護者の児童に対するアドバイスの調査項目において、アドバ
イスをいつもする者の割合は、「朝食準備の手伝い」4.2％、「よくかんで食べる」29.2％、
「食事を無駄にしない」50.0％、「朝食の大切さ」41.7％、「食事への感謝」16.7％、「食
事マナー」41.7％であった。児童に対する朝食の準備への配慮の調査項目において、い
つも配慮している者の割合は、「栄養バランス」58.3％、「味」79.2％、「安全性」58.3％、
「新鮮度」66.7％、「季節感」8.3％、「調味料や油の量」54.2％、「適切な食事量」62.5％、
「食材の彩り」41.7％であった。「調理済み食品」をほとんど使わない者は 54.2％であった。
　中国 B小学校では、アドバイスをいつもする者の割合は、「朝食準備の手伝い」
14.7％、「よくかんで食べる」11.8％、「食事を無駄にしない」14.7％、「朝食の大切さ」
11.8％、「食事への感謝」11.8％、「食事マナー」5.9％であった。いつも配慮している者
の割合は、「栄養バランス」70.6％、「味」23.5％、「安全性」70.6％、「新鮮度」26.5％、
「季節感」29.4％、「調味料や油の量」47.1％、「適切な食事量」35.3％、「食材の彩り」
50.0％であった。「調理済み食品」をほとんど使わない者は 8.8％であった。
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Table 2.　保護者における食物摂取状況、食行動、食意識、食知識
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Table 3.　保護者の児童に対するアドバイス、朝食への配慮の状況

　日本A小学校と中国B小学校を比較すると、「よくかんで食べる」、「食事を無駄にし
ない」、「朝食の大切さ」、「食事マナー」で有意差がみられ、日本A小学校の方がアド
バイスをよくしていた。「朝食準備の手伝い」で有意差がみられ、中国B小学校の方が
アドバイスをよくしていた。「味」、「新鮮度」、「調理済み食品」で有意差がみられ、日
本A小学校の方がよく配慮していた。「栄養バランス」、「季節感」、「食材の彩り」で有
意差がみられ、中国B小学校の方がよく配慮していた（Table�3.）。
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Ⅳ．考察
　日本のA小学校の児童の方が中国のB小学校の児童より朝食の満足度が高かったが、
これはA小学校の保護者の方が味や新鮮度に配慮し、調理済み食品も殆ど使わないこ
と、副菜や牛乳・乳製品をより多く摂取していたことが理由として考えられる。一方の
中国の B小学校では調理済み食品を 5割の保護者が週に半分以上利用しており、これ
は食事の準備者の 3割が父親や祖父母であることが関係しているかもしれない。日本の
A小学校では、朝食を毎日食べている児童は 91.7% で、食事内容では主食を 9割の児
童が毎日とっているが、主菜や副菜は低く 3割程度であった。このことから、主食、主
菜、副菜の 3要素が揃った食事を毎朝とっている児童は 3割に満たないと推察され、朝
食の栄養バランスがとれている児童が少ない可能性が高い。一方の中国のB小学校では、
朝食を毎日食べている児童は 55.9% で、主食を毎日とる児童は 8割弱、主菜は 3割弱、
副菜は 1割にも満たないことから、3要素の揃った食事を毎朝とっている児童は 1割以
下である可能性が高く深刻である。両校ともに牛乳・乳製品、果物をとる児童が非常に
少なく、両校の給食では牛乳・乳製品の無い日もあり、心身の発達期である児童にとっ
て問題である。食行動面では、日本のA小学校では、ながら食べがよくある児童が 3割、
いつもよく噛んで食べていない児童が約 4割、朝食を完食しない児童が約 2.5 割おり、
これらの理由は朝起きてからの時間が少ないことが一因としてあるかもしれない。一方
の中国の B小学校では、これらの食行動面の課題が日本のA小学校より多く、より深
刻である。朝食で外食や買い食いをする児童は日本のA小学校では少ないが、中国の
B小学校では一定数みられ、所得水準や地域性、年代による違いがあるものの、朝食と
昼食で外食志向が強く 21）、食文化の違いが児童の朝食の栄養バランスに影響している
可能性がある。食環境面をみると、日本のA小学校では朝食の準備者の殆どが母親で
父親の関与が少ないのに対し、中国のB小学校では父親や祖父母も朝食の準備を担い、
子供が時々朝食準備を手伝う割合も高く、両国間の社会的・文化的違いが出ていると考
えられた。日本のA小学校では朝食の準備を手伝う児童は少ないのに対し、他方で児
童の 45.8% が孤食し、自分で朝食を準備している児童が 16.7％もいることは課題である。
本調査は各国とも 1校であるものの、日本の先行研究における朝食の孤食は 4割程度で
あり 22）、本結果と類似していることから、今回の結果には一定の妥当性があると考え
られる。先行研究では、家族と共に食事をとることが多い子供ほど野菜や果物等の食事
バランスが整うこと 9,�10）、大人と一緒に食事をする子供の方が主食、主菜、副菜の揃う
割合が高く、食事中の会話量も多く満足度が高いこと 22）、中学生になるとより共食機
会が減ることが明らかとなっていることから 2）、小学高学年生の共食割合をさらに増や
すことが両校の喫緊課題であることが分かった。
　日本のA小学校の保護者では、朝食を毎日食べている者は 75.0% で、子供より摂取
頻度が低い。また 3要素が揃った食事を毎朝している保護者は 2割以下である可能性が
高く、児童以上に深刻である。一方の中国の B小学校の保護者では、朝食を毎日食べ
ているものは 44.1% で、やはり児童より摂取頻度が低く、3要素が揃った食事を毎朝し
ている者は 1割以下である可能性があり児童以上に深刻である。児童の朝食の摂取状況
は保護者に依存することから、児童の朝食内容の改善のためには保護者への食育と食事
改善が両国ともに必要と考えられた。ながら食べする保護者は児童と同様に多いが、こ
のことはマナー面の問題だけでなく、精神的満足度が高い食事ではながら食べが少なく、
家族との会話が多いとされるため 23）、先ずは休日等でながら食べの機会を減らすよう、



―  11  ―

日本のA小学校と中国の B小学校の比較による小学高学年の朝食における課題

保護者が手本を示し子供と一緒に取り組んでいくことが必要ではないだろうか。日本
のA小学校の保護者は、その 5割が食事バランスガイドを認知し、児童に対する食育
への関心も中国の B小学校より高く、実際に児童にアドバイスをよくするため、児童
の食意識も高かった。具体的には食事を残さずによく噛んで食べ、食事は大切で残すの
はもったいないと思い、感謝の念も高く、食事マナーにもよく気を付けていた。これら
の背景として、中国では食育に関する法が公布され日も浅く、人々に浸透しつつあると
ころだが 24）、日本では食育基本法が施行され 18 年が経過し、栄養教諭・学校栄養職員
を中心に、学校全体の教育活動として食育を体系的・継続的に取り組んできた成果と考
える 25）。ただ日本のA小学校の保護者では、児童にお手伝いをするようアドバイスす
る頻度が低いため、学校の給食当番以外に家庭でも食事準備にかかわるよう親が意識す
ることが必要と考えられた。先行研究では、共食があり手伝いをほぼ毎日する児童の方
がバランスの良い朝食摂取に繋がり、家族とのコミュニケーションの増加は食行動や食
のQOLの良好さと関連するとされる 26）。小学校高学年時の朝食の欠食や孤食、共食は、
成人してからの SOC（Sense�of�Coherence：首尾一貫感覚）形成に影響を及ぼすとさ
れているため 27）、家族との共有時間を増やすことの必要性を保護者自身が認識するこ
とが必要と考えられた。
　本研究の限界として、対象小学校が両国ともに１校で 6年生に限定され、解析対象数
が少なく限定した結果のため一般化できない。保護者の回収率が低く、回答した保護者
は未回答の保護者より食育等に関心が高い可能性があること、保護者の経済面、生活背
景等の調査が不十分であること、両校の食育状況の詳細が明らかでは無いことも限界で
ある。これらの違いを交絡要因として解析で調整していないことも限界である。しかし、
児童及び保護者の朝食に関する状況、そのアドバイス状況について、2校 4者を同時調
査しているものは限定されることから 19,�28）、今回一定の有用情報が得られたと考えられ
る。

Ⅴ．結論
　本研究では、類似環境・規模にある日本のA小学校と中国の B小学校の 6年生とそ
の保護者の 4者を対象とし、両校を比較検討することで、朝食に関する特徴と課題を
明らかにした。毎日朝食をとる児童は、日本のA小学校 91.7％、特に中国の B小学校
では 55.9％と極めて低かった。日本のA小学校の保護者は味や新鮮度に配慮し、調理
済み食品の利用頻度も低く、児童は副菜や牛乳・乳製品を中国の B小学校の児童より
摂取していたことから、児童の朝食の満足度は中国のB小学校より高かった。しかし、
主菜、副菜、牛乳・乳製品、果物の摂取は両校とも保護者及び児童双方で低く、主食、
主菜、副菜の 3要素が揃ったバランスの良い食事を毎朝とっている児童は、日本のA
小学校 3割以下、中国の B小学校１割未満と考えられ、家族ぐるみで朝食内容改善の
ための取り組みが必要であった。保護者の食知識や児童に対する食育への関心について
は、日本のA小学校の方が高く、児童にアドバイスをよくしているため、それに応じ
て児童の意識も高かった。実際に日本のA小学校の児童の方が、食事を残さずによく
噛んで食べ、食事は大切で残すのはもったいないと思い、感謝の気持ちやマナーにもよ
く気を付けていた。日本のA小学校の児童では、ひとり食べが 45.8% と多く、自分で
朝食を準備している児童も 16.7％いる一方で、朝食の準備を手伝う児童は少ないことが
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課題であった。中国の B小学校では日本のA小学校より、朝食準備に母親以外に父親
や児童も拘わり、共食も多かった。両校で保護者及び児童ともにながら食べが多いこと
から、家族との共食や会話の機会を増やし、食環境を整えることが必要であった。
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